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コストの推移

項目

市民参加の取組状況

予算額

決算額

一般財源

国庫、県支出金、地方債
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人件費計

正職員従事割合

正職員時間外勤務

会計年度任用職員有無

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(人)

(時間)
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　共有、理解

　企画・立案、計画

　実行

　評価、検証

事
業
費 内

訳

件
人

費
内
訳

―

つくば市こども未来懇話会

―

つくば市こども未来懇話会

つくばこどもの青い羽根学習会、居場所づくり支援事業（青い羽根のいえ）、子どもの学習塾代助成
、みんなの食堂事業補助金、ボランティア登録説明会、学習支援マニュアル研修会の実施、データベース
みまもり・アウトリーチ支援事業、こども未来懇話会、こども未来庁内連携会議、こども未来支援担当者
会議

継続

子どもの未来支援事業

職員のみ

         2.50          2.50          2.50          3.00          3.00

       119.75        189.00        212.00        212.00        212.00

無 有 有 有 有

      17,253       17,464       17,600       21,017       21,017

01-030201-17 子どもの未来支援に要する経費

        13.0         14.0         16.0          0.0          0.0          0.0

      26,433       41,420       44,417            0            0

毎年度

安心できる居場所・学習環境で、つくばの子どもを育み、貧困の連鎖を防止する。

（個別施策Ⅲ-２-②魅力ある放課後の創出）子どもの学習支援及び居場所支援の実施に係る指標（つくばこ
どもの青い羽根学習会及び居場所づくり支援事業（青い羽根のいえ））

学習会開設か所数

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

令和 3年度

         6.0         13.0         14.0         16.0         17.0         18.0

自治事務（任意）

01貧困をなくそう

02飢餓をゼロに

Ⅲ-2

Ⅱ-2

Ⅱ-2

2

2

1

3

2

3

こどもの学習支援及び居場所支援の実施

ボランティア事業の推進

食育事業の推進

220

活動結果指標

56-1 56-2

福祉部こども未来室

経済的に困難を抱える世帯の子ども

か所

           0       31,234       44,447       53,838       53,838

      12,535       17,112       18,330            0            0

       1,900        6,500        7,000            0            0

      11,998       17,808       19,087            0            0

令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度
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実　績

指標名
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指標名
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目標値

目標値

目標値

目標値

２

事業の成果と課題

前年度の課
題への対応

　進捗状況

評価

成果

　市民ニーズ

　市の関与

　優先度

改善目標

業務

組織、
予算等

課
題

各学校へのアウトリーチ支援への理解を深めていくよう積極的な学校訪問を実施する。新型コロナウイル
ス感染症拡大時においてはＳＳＷや家庭相談員と連携していき、事前に支援方法を検討していく。

アウトリーチ支援の実施により、つくばこどもの青い羽根学習会につなぐことができ、学習会参加者が増
加した。学校との連携を図ることにより、より困難を抱える子ども達に対し安心できる居場所支援につな
ぐことができた。

継続

5

4

4

5

十分に高く、今後も増加が見込まれる。

年度当初の計画通りに事業を実施することができた。

市の関与の必要性が高い事業である。

戦略プラン等に掲げられた市の重点事業であり、優先的に取組む必要性が高い。

新型コロナウイルス感染症拡大時は保護者との直接訪問や、学校訪問での支援相談などの通常のアウトリ
ーチ支援をすることが難しい状況があった。

推進する上で、更に学校との連携を強化することが課題である。

        80.0

       125.0

       220.0

         0.0

        53.0

     2,162.0

       299.0

         0.0

        50.0

     3,300.0

       332.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

（個別施策Ⅱ-２-②誰もがつながり役割を持てる社会参加の環境整備）ボランティア事業の推進に係る指標

（Ⅱ-２-①一人ひとりのこころと体の健康づくりの支援）食育の推進に係る指標

（個別施策Ⅲ-２-②魅力ある放課後の創出）子どもの学習支援及び居場所支援の実施に係る指標（つくばこ
どもの青い羽根学習会及び居場所づくり支援事業（青い羽根のいえ））

ボランティア登録会延べ参加人数

みんなの食堂のべ参加人数（補助金交付団体のみ）

学習会及び居場所利用の登録者数

R01年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

R02年度

R03年度

R03年度

R03年度

R03年度

R04年度

R04年度

R04年度

R04年度

R05年度

R05年度

R05年度

R05年度

R06年度

R06年度

R06年度

R06年度

        50.0

       100.0

         0.0

         0.0

        60.0

     1,100.0

         0.0

         0.0

        70.0

     2,200.0

         0.0

         0.0

        80.0

     3,300.0

         0.0

         0.0

        90.0

     4,400.0

         0.0

         0.0

       100.0

     5,500.0

         0.0

         0.0

―

活動結果指標

活動結果指標

活動結果指標

人

人

人

年度当初に支援対象者へ郵送による青い羽根学習会への案内や、データベースみまもりにて抽出した対象
者について学校と情報共有し、こども未来支援員、ＳＳＷ、家庭相談員と支援方法について検討しアウト
リーチ支援を実施する。
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事業期間

（ ）

SDGs

目的

(取組内容)

コストの推移

項目

市民参加の取組状況

予算額

決算額

一般財源

国庫、県支出金、地方債

その他

人件費計

正職員従事割合

正職員時間外勤務

会計年度任用職員有無

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(人)

(時間)

(－)

　共有、理解

　企画・立案、計画

　実行

　評価、検証
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人
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内
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―

―

―

つくばこどもの青い羽根基金に寄せられた寄附金を、世代を超えた貧困の連鎖を断ち切るとともに、すべ
ての子ども達が夢と希望をもって成長していけるよう、子どもの未来支援事業に活用する。

継続

つくばこどもの青い羽根事業

職員のみ

         1.50          0.50          0.50          1.00          1.00

         0.00          0.00          0.00          0.00          0.00

無 無 無 無 無

      10,175        3,400        3,417        6,834        6,834

01-030201-18 つくばこどもの青い羽根事業に要する

         0.0          0.0          0.0          0.0          0.0          0.0

         984          290          540            0            0

毎年度

つくばこどもの青い羽根基金を創設し寄附を募り、子どもの未来を支援するための事業の財源にし、すべ
ての子ども達が夢と希望をもって成長できるよう事業に活用する。

R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度 R06年度

令和 3年度

         0.0          0.0          0.0          0.0          0.0          0.0

自治事務（任意）

17パートナーシップで目標を達成しよ

965

7-3

福祉部こども未来室

市内外の個人、企業、団体等

           0          620          712          797          797

           0            0            0            0            0

           0            0            0            0            0

         984          290          540            0            0

令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度
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実　績

実　績

指標名

指標名

指標名

指標名

目標値

目標値

目標値

目標値

２

事業の成果と課題

前年度の課
題への対応

　進捗状況

評価

成果

　市民ニーズ

　市の関与

　優先度

改善目標

業務

組織、
予算等

課
題

企業訪問、郵送依頼、キャンペーン等を実施し、事業の趣旨や寄附方法等の説明を行う。

企業・区会への青い羽根基金の周知が浸透し、事業に対しての理解と賛同が増え、子どもの未来を支援す
る意識を醸成できた。
　寄付実績：14,193,324円（うち企業6,099,638円、116件）（うち区会3,161,290円、239件）
　前年度より企業42件、2,043,837円増加　※令和４年３月末時点

継続

4

4

5

5

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

年度当初の計画通りに事業を実施することができた。

市が直接担うべき事業である。

戦略プラン等に掲げられた市の重点事業であり、優先的に取組む必要性が高い。

さらなる事業周知をし、企業・区会・個人からの寄附を増加していく。

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

R02年度

R03年度

R03年度

R03年度

R03年度

R04年度

R04年度

R04年度

R04年度

R05年度

R05年度

R05年度

R05年度

R06年度

R06年度

R06年度

R06年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

―

企業からの寄附を増加していくため、より市内全域の企業に基金の周知ができるよう、送付宛先の見直し
を行い、寄付依頼の通知を送付する。区会については事業周知として市内全区長に事前の寄付依頼の通知
を送付する。（依頼通知送付件数：企業794件、区会652件）


